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抄録

1980年１月から2015年12月までに発刊された「健康教室」（東山書房）に掲載された目

の健康に関する取り組み38編を分析した結果、報告数は小学校、中学校、幼稚園、高等学

校の順で多かった。指導内容は視力低下の要因と予防に関するものが多く、年代は1980年

代、1990年代が多かった。また、指導は特別活動の保健指導や個別保健指導の機会を捉え

ていた。指導内容は視力低下の要因と予防、視力の発達、目のしくみと働き、屈折異常の

種類とその機序、眼鏡の役割の順で多かった。「裸眼視力1.0未満」の割合の増加が著しい

現状において、子ども達自身が自主的に疑問を持ち、それを追求していくような指導と、

視力が低下してしまったときの指導の充実が必要であることが示された。

キーワード　目に関する保健指導　「健康教室」　養護教諭

Ⅰ　はじめに
児童生徒の視力低下が指摘されてから久しい。文部科学省の学校保健統計調査１）によ

れば、「裸眼視力1.0未満」の割合が増加し、幼稚園では平成20年度28.93％、小学校では平

成27年度30.97％、中学校では平成24年度54.38％、高等学校では平成25年度65.84％を占め

る現状にある。そして、平成27年度「裸眼視力1.0未満」の現状からは、「視力非矯正者の

裸眼視力0.7未満」、つまり眼鏡やコンタクトレンズ等で視力を矯正していない児童生徒が、

幼稚園6.52％、小学校12.62％、中学校17.66％、高等学校17.28％に上っている。このことは、

視力低下に関する保健指導として、視力低下予防に加え、視力低下が見られた際の適切な

対応など、目の健康に関する内容が重要になることを示している。

これまで養護教諭は、児童生徒の健康実態に対して特別活動における保健指導や個別の

保健指導の機会などを通して指導に取り組み、その実践を雑誌や書籍等に報告してきてい

る。したがって、これらの内容を把握することにより、目の健康に関する保健指導の動向
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を把握することができると考える。そこで、本研究では雑誌「健康教室」に掲載された目

の健康に関する取り組みの内容を把握することにより、示唆を得ることを目的とする。

Ⅱ　対象と方法
分析対象は、1980年１月から2015年12月までに発刊された「健康教室」（東山書房）599

冊（増刊号107冊含）である。分析方法は、各号の目次から、養護教諭が行った目の健康

に関する取り組みの報告を取り上げ、学校種、年代、指導の機会、指導内容について検討

した。

Ⅲ　結果
目の健康に関する指導についての報告は38編 2-38）であった。図１-３と表１に結果を示す。

１　学校種別

幼稚園：２編（5.3％）、小学校：25編（65.8％）、中学校：10編（26.3％）、高等学校：１編（2.6％）

で小学校での報告が多かった。

２　年代別

1980年代：16編（42.1％）、1990年代：８編（21.1％）、2000年代：６編（15.8％）、2010

年代：８編（21.1％）で、そのうち10月号で報告されていたのは30編（78.9％）であった。

３　指導の機会

１）特別活動の保健指導

特別活動の保健指導としては、学級担任や養護教諭による学級指導や、児童生徒保健委

員会による指導（啓発）が、集会や給食時間等の校内テレビ放送で行われていた。また、

指導の時期は、目の愛護デー前後や視力検査前に行われていた。指導方法は、紙芝居、ク

イズ、自作絵本、目の健康体操、人形劇・舞台劇・放送劇、自作ビデオ放送、実験の実施・

報告、手作り教材など教材の工夫が多数挙げられていた。

図１　学校種別 図２　年代別

1980年代,
16(42%)

1990年代
8(21%)
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6(16%)

2010年代
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25
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中学校
10(26%)

高等学校
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２）個別保健指導

個別保健指導としては、視力検査後に視力低下者に行う個別指導、業間や放課後に行う

グループ指導、学校生活で随時に行う姿勢指導や眼鏡使用者に対する声かけなどが行われ

ていた。声かけは肯定的に行われていた。

３）その他

視力検査の工夫（最高視力の測定、0.1単位の検査、いつでも測定できるコーナーの設置）、

視力カードの工夫、環境衛生の管理など多方面での工夫が報告されていた。

４　指導内容

指導内容を森39）の７分類を参考に検討した結果、38編には181件の内容が含まれていた。

①目のしくみと働き：28件（15.5％）、②視力の発達：２件（1.1％）、③屈折異常の種類と

その機序、眼鏡の役割：17件（9.4％）、④視力の発達：37件（20.4％）、⑤視力低下の要因

と予防：70件（38.7％）、⑥病気やけがから目を守る：24件（13.3％）、⑦動物と人間の見

え方の違い：３件（1.7％）であった。

Ⅳ　考察
１　保健指導の報告の特徴

まず、小学校での指導報告が多かった背景として、他の校種より６年間と教育課程が長

く、学級担任制であるので指導時間を確保しやすいことや、養護教諭の視力低下予防に対

する意識の高さ40）が考えられる。また、1980年代の報告数が半数以上を占めることにつ

いては、資料41）に示したように、1972（昭和47）年、1997（平成９）年の保健体育審議

会答申に示された養護教諭に求められる新しい役割の影響が推察される。1997（平成９）

年の答申以降、こころの健康問題に関する記事が増加し、目などの体の健康問題に関する

報告が減少しているのではないだろうか。しかし、視力低下が止まらない現状から、田淵

は「幼いころからスマホなどの画面を長時間近くで見ていることが原因。家庭内でルール

を作ったり、なるべく外で遊ばせたりして、目を酷使させないでほしい」42）と指摘して

図３　指導内容

⑦動物と人間の見え方の違い

⑥病気やけがから目を守る

⑤視力低下の要因と予防

④視力の発達

③屈折異常の種類とその機序、眼鏡の役割

②視力の発達

①目のしくみと働き
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いる。保健指導の報告数が2010年代に増加傾向が見られ、今後一層指導内容を交流する機

会をつくることが望まれる。

次に、保健指導の工夫については、見える仕組みを捉えたとき、視力低下に関心が向き

追求しようということになる39）といわれるように、自分の体の仕組みを正しく知り、「私

の体ってすごい」という気持ちを育むことが自分の体を大切にする思いを持つことに繋が

る。今回の報告では、目の構造の横断図や屈折状態を示す図など、紙面を使用した平面的

な教材が多かったが、中には手作りの実験教材や眼球模型など立体的な教材を作成するこ

とで、「自分の体のすてきな仕組み」に興味を持ち、「目を大切にする生活をしよう」とい

う思いを生み出す工夫をしている実践が見られた。

しかし、目の仕組みや働き、視力低下の機序や適切な対応に関する指導の報告は少ない。

指導時間の確保は困難であろうが、この両方の指導を行う事が理想的と考える。視力が低

下しても目を取り替えることはできない。今後さらに、子ども達自身が自主的に疑問を持

ち、それを追求していくような指導を考え39）、指導の機会を確保していく事が重要であろ

う。

２　視力低下が見られるときの指導

「裸眼視力1.0未満」の割合の増加が著しい現状では、視力が低下してしまったときの指

導も非常に重要である。現在も多様な場面や方法で指導されているが、眼鏡使用に対して

マイナスイメージを持っていたり、眼鏡をもっているにも関わらず恥ずかしくて使用しな

かったりする場合もある。眼鏡に対してプラスイメージを育てる指導がこれまで以上に求

められていると考える。

目の健康に関する指導では、まず視力低下の予防、次に視力が低下したときの適切な行

動選択として眼鏡に対する肯定的イメージの育成、そして、コンタクトレンズ使用に関す

る指導が課題になると考える。「健康教室」でコンタクトレンズに関する記事は1980年か

ら掲載されているが、多くの場合が養護教諭への知識の提供で、コンタクトレンズの使用

に関する養護教諭指導の取り組みは１件のみであった。コンタクトレンズの使用率が増加

している現状において、眼科医だけでなく日ごろ児童生徒と関わる養護教諭の指導が必要

になってくるだろう43）。今後、時代の流れと共に養護教諭がコンタクトレンズに関する指

導に直面する機会は増加するだろう。その際、正確な知識をもとに指導できるよう、学校

眼科医等と協働して指導実践を重ね、関係者で交流していくことが課題である。



− 125 −

ア イ ウ エ オ カ キ

○○査検力視
・全員に「めのけんさけっか」という便りを配布し、保護者に検査結果を知らせている。
・便りには、「もう一度、専門医で検査を受けましょう。」という記述がある。
・便りでは、正しいテレビの見方について記載している。

事後指導
・両目で1.0以上であっても、片目が1.0以下であれば、実施している。
・治療勧告書を出す前には、担任からクラスでの様子を聞いたり、保健調査票を確認したり、母
親に家庭での様子を尋ねたりしている。

紙芝居 10月 ○ ・姿勢を正しくしようという内容になっている。

幼稚園
（年少）

保健指導（10分間、クイ
ズ　形式）

○ ○
・幼児の興味をひく姿や形をしている「めだまくん」というキャラクターが登場する。
・近視の予防法だけではなく、目をこすったり、叩いたり、つついたりしないようにしようとい
うことも、指導している。

幼稚園
（年長）

保健指導（15分間、自作
絵本『めのはなし』使

用）
○ ○ ○

・年少児と同様、「めだまくん」というキャラクターが、登場する。
・基本的な指導内容は、年少児と同じであるが、導入で「目のしくみの図」を見せることで、自
分たちが大人の扱いを受けているように感じ、「からだ博士になるための勉強をするんだ。」と
いう意欲に繋がるようにしている。

眼科医受診を勧める便り
（視力が1.0未満の者対

象）

10月
（視力
検査後）

○ ○
・視力は、環境等により変動がみられるため、眼科医受診を勧める便りを出す前に、最低2回は
視力検査を実施し、配布する便りに、検査結果を記入している。
・視力低下予防のための注意事項も記載している。

目の愛護に関する作文、
ポスター募集

10月

全校集会時、養護教諭に
よる目の愛護に関する話

10月
11日

机、いすの適正配置 6月
・全校一斉に、クラス間を移動させている。
・「机・いす適正実施計画案」において、「必要性」「手順」「机、いすの基準」等について、
教職員に示している。

机、いすの適正配置
10月
13日

・学級担任に向けて、机、いすの号数を学級保健簿に記録し、適正化を図るように勧めている。

昼の放送で作文発表
10月15
～16日

昼の放送で、放送劇
10月
17日

・保健委員会の児童が実施している。

児童朝礼時、学校長より
作文、ポスター提出者表

彰

10月
22日

全校体育時、『ドレミの
歌』に合わせて目の体操

10月
15～
19日

○
・「①肩回し、②肩叩き、③首、目玉回し、④頭押さえ、⑤眉のマッサージ、⑥目の付け根の
マッサージ、⑦遠くを見る、⑧指を見る、⑨遠くを見る、⑩深呼吸」というように、目だけでは
なく、肩などの緊張もほぐせる体操プログラムとなっている。

視力検査と保健指導（視
力1.0未満の者対象）

保健室横にポスター掲示
10月15
～31日

各教室と特別教室の照度
測定

10月
・検査結果に基づき、教室ごとに、「晴れた日はカーテンをした方がよい。」「天気の悪い日は
なるべく点灯することが望ましい。」等と具体的な対処方法を示している。

「ほけんだより」配布
（保護者と児童対象）

目の愛護に関する資料配
布（学級担任対象）

アンケート（4年生以上
対象）

○ ○
・「自分の視力を知っているか。」「目が悪くならないように、気をつけているか（気をつけて
いる場合、どのようなことに気をつけているか）。」「目が悪くならないようにするために、注
意することは何か。」について質問している。

学校保健委員会開催
1学期

（学期に
1回）

○

・目に関するアンケート結果を活用している。
・テレビとの付き合い方について話し合われている。
・食事中のテレビ視聴について、言及されている。
・「ほけんだより」で話し合われた内容を報告している。

保健朝会（紙芝居など） 10月 ○ ○ ○ ○

・保健委員会の児童を中心に、準備している。
・目の愛護デーが設けられた理由について触れている。
・近視予防に関して、「姿勢」に重点を置いて、指導している。
・紙芝居は、「主人公の目」の気持ちを表現した内容である。
・朝会中に、児童からの質問を聞く時間を設けている。
・朝会で使用したグラフや紙芝居の絵を、10月中は校内に掲示している。

目に関してのクイズ
・答えをポストに入れられるようにし、給食時間に答えを放送している。
・ポストに解答以外の「目についての質問」が入っていた場合には、保健委員会の児童が調べ、
給食時間に答えを放送している。

《保健指導》
テレビ放送 -

目を守ろう
6)

大
家
恵
子

1981
年
10月
号

小学校
テレビ放送（15分間、紙

芝居式）
10月 ○ ○ ○ ○

・「目は心の窓」というように、言葉だけではなく、目で気持ちを表現することもあるというこ
とに触れている。
・目が疲れたと思った時には、「目の体操」をすることを勧めている。
・テレビ放送後、担任が、各クラスの実態に合わせ、事前に配布されている「ほけんだより」等
の指導資料を使用し、事後指導を行う（30分間）。
・児童に、テレビを見た感想を簡単に書いてもらい、今後の指導の参考にしている。
・放送の際には、バックミュージックを流している。

目を大切にし
よう -保健劇

を通して-
7)

梅
木
敦
子

1982
年
10月
号

小学校

全校集会での自作保健劇
「アイちゃんの目」（歌
「よかったネ アイちゃ

ん」作詞作曲）

10月 ○ ○

・保健委員会の児童が活躍している。
・「夜盲症」について紹介されている。
・片方の目しか見えなければ、日常生活においてどれくらい支障があるのかということが、登場
人物の動きからわかる。
・保健劇の内容に合わせた歌が作詞作曲されており、劇の最後に保健委員会の児童によって、合
唱されている。

工夫している点・その他

目を大切に
2)

「こんどは、
なんのおはな
し？」～幼稚
園の保健指

導っておもし

ろい～
3)

目をたいせつ
にしよう -児
童委員会活動
の中での保健

指導-
5)

藤
田
宣
代

宮
崎
真
紀

高
橋
昌
子

1981
年
10月
号

タイトル
執
筆
者

掲載
年月

校種 取り組み内容
指導内容指導

時期

視力
検査
前日

5・10月

2006
年
10月
号

1982
年
10月
号

幼稚園

小学校

視力低下を防
止するために

4)

高
浜
伸
也
・
徳
永
和
子

1980
年
10月
号

小学校

表１　目の健康に関する指導についての報告
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放送劇
電気スタンド
-近視になら
ないために-

8)

及
川
し
づ
江

1982
年
10月
号

小学校 放送劇 ○ ○ ○
・電気スタンドを使用する時、部屋の電気を使用するかしないかという、児童の生活に密接した
ストーリーになっている。
・「仮性近視」について説明している。

放送による保健指導 ○ ○ ○

・養護教諭が、5つの質問に答えるという形式で放送している。
・「目は口ほどにものを言う」「目は心の窓」「目は知識の窓」という言葉について説明してい
る。
・目が2つある理由を説明する際、児童が自分の指を使って、なぜ目が2つ必要であるのか、体験
できるようになっている。
・ゴミが目に入った時、目をこすらないようにしようと指導されている。
・涙やまぶた、まつ毛、まゆ毛の役割についても説明している。

○○料資健保
・眼鏡を使用している児童に対して、「目に合った眼鏡をかけましょう。1年に1回は眼科で診て
もらいましょう。」という言葉を記載している。

ほけんだより ○ ○ ○

・放送による保健指導の内容と、関連させた内容になっている。
・「視力異常がみな近視とは限らないため、必ず専門医に診てもらい、指示通りにしましょ
う。」という内容を記載している。
・「目を見はる…おどろき」「目をうばう…みとれる」「目もくれない…見向きもしない」「目
が覚める…やっとわかった」「目に角をたてる」「目をむく」等、目のつく言葉やことわざを紹
介している。
・近視予防に関しては、テレビの見方について指導している。
・「水晶体（レンズ）」と「虹彩（しぼり）」の働きについて、わかりやすい説明を加えた目の
解剖図と、「テレビを近くで見続けていると、目のレンズもしぼりも壊れてしまうよ。」という
言葉で、テレビ視聴が目に与える影響をわかりやすく指導している。

健康体操（月～金曜日、
3時限終了後、3分間、音
楽を流して一斉指導）

○

・「①深呼吸、②首回し、③肩叩き、④背伸び、⑤体の横曲げ、⑥首筋のマッサージ、⑦頭押さ
え、⑧目の付け根のマッサージ、⑨こめかみのマッサージ、⑩目の下のマッサージ、⑪肩回し、
⑫深呼吸」という流れで行っている。
・「①姿勢を正しく気分を落ち着け、体の緊張を和らげる。」「②首の緊張を和らげ、外眼筋の
緊張をほぐす。」「③血行をよくし、気分をやわらげる。視神経に刺激を与え、脳の疲れをほぐ
す。」というように、健康体操のそれぞれの動作の効果（ねらい）を、プリントで示している。

［舞台劇］
なぜ人間の目
は顔の前にあ

るの
10)

保
坂
美
恵
子

1984
年2
月増
刊号

○劇台舞校学小

・キリンやトリ、ネコ、人間等、動物はみんな、自分たちが生きていくのに都合の良い位置に目
があるということを説明している。
・サルの目が、昔、顔の横にあったように、人間も横にあったが、腕を使うようになったため、
目が顔の前にきたということを説明している。

［人形劇］
ぼくの目 わ

たしの目
11)

沢
内
イ
ツ

1984
年
2月
増刊
号

小学校 人形劇 ○ ○ ○

・保健委員会の児童が活躍している。
・「目は寒天やゼリーのように、柔らかいものでできているため、ふざけて目を突いたり、目を
ねらって遊んだりしてはいけない。」ということを指導している。
・目はその人の心や体の様子を表すということに触れている。

保健指導（25分間の業
間、保健室で実施）

○ ○ ○ ○ ○

・あらかじめ、各学級に保健指導のための伝言板を設置し、学級担任を通じて講話テーマを提示
してもらう。
・同時に、学級担任に、簡単な内容紹介をしてもらい、参加希望者を名簿に記入し、提出しても
らっている。
・参加希望者の人数により、保健室で話をするのは30人程度が限度であるので、多い場合は2～3
回に分けて、各自の参加日を指定し、学級担任から連絡を受けた日の業間、児童が保健室に来る
ようにしている。
・緊急な怪我人や病人が生じた場合には、即、実際的な資料となっている（重症な場合には、保
健指導を中断している）。
・「目が悪いということは、近視である。」ということは知っていても、「近視」という言葉の
意味は、理解していないことを、児童に感じさせてから、近視について説明している。
・テレビやマンガを見たり、勉強したりして、目が疲れてしまった時の対処方法（「目を閉じて
静かにする。」「目を軽くマッサージする。」「目の体操をする。」）を教えている。
・目が痒い時の対応方法（こすらず、目を閉じて目玉を動かしたり、目をパチパチさせたりし
て、涙を出す）について、説明している。

○操体の目

・イラストで、「おでこ叩き」、「眉・こめかみマッサージ」、「遠くを見る」、「目の付け根
のマッサージ」、「近くを見る」という動作を提示しながら、1つ1つの動作について説明してい
る。
・あくまでも、目の疲れをとるための体操であるため、目が悪い人が、この体操をしたからと
いって、目が良くなることはないということを押さえている。

○ドーカクッェチ

・講話終了後、児童に、その日のテーマに関連した「健康めあて」を各自考えさせ、チェック
カードに記入させている。
・指導の日から1週間、○△×で自己評価をするようになっており、その後は自主的に提出さ
せ、○印が多かった者には、シールを与えるなどして、意識を強化させている。

○査検力視

○○ドーカ力視

・検査結果を保護者に知らせると共に、受診結果を保護者がカード内の蘭に、記入するように
なっている。
・1枚のカードを、6年間使用している。
・自分の「目の健康生活」を振り返る蘭を設けている。

教室環境衛生（照度・黒
板・机・いす等）

定期
・日常

保健指導資料（「正しい
テレビの見方」）

○

・視力2.0の人が、テレビを見続けた時の、視力低下具合を示したグラフがあり、30分見たら目
を休めなければならないということが、わかりやすく指導されている。
・片方の目に負担をかけないために、くつろいだ姿勢で、テレビを見ない方がよいということを
指導している。

保健指導資料（低学年
用）

○ ○ ○
・「目やにがたくさん出る。」「目が赤くなる。」「涙がむやみに出る。」「ものもらいができ
る。」という時には、病院に行こう、という指導がされている。
・目の病気の予防法が紹介されている。

保健指導資料（中学年
用）

○ ○
・目がどんなに大切かということを示し、児童が、「目を大切にしよう。」と思えるようにして
いる。

保健指導資料（高学年
用）

○ ○ ○ ○

・「自分に合った机と椅子」の基準が示されており、環境衛生検査との関連が感じられる。
・上に、近くを見ている時の目の構造を、下に、遠くを見ている時の目の構造を示し、上下で構
造の比較ができるイラストを掲載しており、毛様筋・チン氏帯・水晶体が、仮性近視の原因を
作っているので、真面目に目の体操を行うよう指導している。

個別指導（低視力児対
象）

・個々に与えられた専門医の指導内容を、守ることができるように、支援している。
・常に、保護者と連携を取りながら指導し、時には保護者との懇談会も行う。

10月

小学校
1983
年10
月号

虎
谷
典
子

小学校 保健
指導 目を大

切にしよう
9)

10月

4月

養護教諭が行
なう保健指導
実践とその成
果 第1報 業
間を利用した
保健指導の実
践  第2報 保
健指導後の保
健意識の変容

12)13)

山
田
千
世

1986
年
9・
10月
号

小学校（4
年生、自
由参加）

10月の職務
目のつけどこ
ろ 気のつけ
どころ 「目
の健康」のと

りくみ
14)

市
木
美
知
子
・
福
井
美
智
代

1988
年10
月号

小学校
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グループ指導（約30分、
低視力児対象）

6・7、
9～3月
（放課
後）

○ ○ ○

・これ以上悪くならないために、生活環境や生活態度の改善に重点を置いた指導をしている。
・年間指導計画に基づいて、指導している（例えば、6月の主題は「私はいつ頃から目が悪く
なったのだろう。」で、指導内容は「入学後の各学年追っての視力結果を各自書きあげ、自分は
何年生頃から目が悪くなったかを知らせる。」である）。
・教職員に指導内容を配布し、理解を得ておく。
・3月には、児童が、自分の1年間の生活改善と実践を反省し、作文にまとめるという活動を取り
入れている。

○○査検力視

・視力の低い児童の中には、他児童の前で、視力検査を受けることに抵抗感を持っている児童も
いるため、指標1.0が見えないと思われる時には、検査をやめ、後日保健室で再検査を行ってい
る。
・再検査の際には、専門医の受診を促したり、これ以上視力が低下しないようにするために、生
活環境や生活態度を振り返らせ、指導を行っている。

参観日や個別懇談時の相
談活動（保護者対象）

・専門医の指導が、本人や保護者に理解されているかを確認したり、診察を受けていない場合に
は、その理由などを確認したりしている。

学級担任への助言
・視力低下の原因は色々あり、その取り扱いも異なるため、児童1人1人の異常の内容を正確に把
握した上で、適切な指導と管理について伝えている。

教室環境の整備
・具体的な点検項目や観点を、学級担任に提示して、教職員の理解と協力が得られるようにして
いる。

「目の愛護教室」の開催

10月（保
健委員会
の準備は
9月開始）

○ ○

・保健委員会の児童が、先生から助言を受けながら、集会の計画を立て、運営まで行っている。
・「目ん玉博士」というキャラクターが登場している。
・児童のテレビ視聴時間の調査結果を発表した後、視力低下の原因として、テレビの長時間視聴
に加え、ファミコンやゲームボーイで遊ぶことが挙げられると紹介している。
・保健委員会の児童が行った実験（ゲームボーイを長時間行ったら、本当に目が悪くなるのか）
の結果を報告している。

教材 提示用の動物のイ
ラスト（アリ、ヘビ、イ
ヌ、コウモリ、人間）

・動物には、見る（目）・聞く（耳）・味わう（舌）・触る（皮膚）・臭い（鼻）の5つの感覚
があり、動物によって、色々な感覚器が発達していることを説明している。
・人間は、情報の80％を目から得ており、目は人間にとって大切であることを伝えている。

クイズ「なぜ目を細くす
ると、よく見えるの

か。」
○

・視力検査の時、目を細めるとよく見えるが、それはなぜなのかを考えさせることによって、
「光」と「目が見えること」の関係について指導している。

実験「暗い部屋のトリッ
ク」

○ ・空き缶を利用した手作りの実験装置によって、人間の目の仕組みについて指導している。

教材「消えるネズミ」 ○ ・手作りの教材によって、自分の盲点の存在に気づくことができるようにしている。

教材「目のしくみと働
き」

○

教材 近視・遠視につい
て解説したイラスト

○
・近視・遠視の人が眼鏡をかけた場合の、物の見え方について記載している。
・教材の中では、示されていないが、乱視についても指導している。

教材「よくみえるいい
め」

○ ○

・「視力検査を学校で受けて、目が悪くなっていたら早めに眼科医へ行く。」という記述があ
る。
・教材の中では、示されていないが、「①汚れた手で触らない（感染防止）、②スキー場では、
サングラスをかける（紫外線による目のやけどを予防する）、③目が見えにくくなる原因は色々
あるため、見えにくいと気づいた時は、眼科医の診察を受け、必要なら眼鏡をかける」という内
容も指導されている。

視力検査 4・10月 ○
・結果を、ほけんだよりの中で知らせている。
・自分の視力の状態を知り、視力に関心を持たせることを目指して実施している。

保健室掲示資料 ○ ○

・近視や遠視の人は、目に合った眼鏡やコンタクトレンズを使用しないと、目が疲れるというこ
とを指導している。
・「視力」とは、どういうものなのかについて、説明している。
・「ランドルト環」について、紹介している。

○りよだんけほ

・「テレビばかり見ていると、目が悪くなるよ。」と言われるが、本当にそうなのか、自分で実
験できるようになっている（実験方法と万国式3メートル用視力検査表が記載されている）。
・テレビ視聴以外にも、どんなことをすると視力が低下するか考え、自分で実験できるように
なっている。
・配布時には、担任から児童に、実験するよう説明してもらっている。
・実験結果は保健室に持ってくるよう伝え、校内放送で実験結果を発表している。

校内放送 ○ ○

・保健委員会の児童が放送している。
・私たちの生活の中で、目は大変重要な役目を果たしているということを説明している。
・保健室に、「目の仕組み」についての掲示物があることを紹介している。
・「ほけんだより」に掲載した実験結果を報告している。

○りよだんけほ

・「よく頭が痛くなる。」「よく肩がこる。」「目がしょぼしょぼする。」「よく目がぼやけ
る。」「このごろ遠くが見えにくい。」という項目の中に、当てはまるものがあれば、保健室で
視力を再度確認するか、かかりつけの眼科医に相談するように指導している。
・今日の生活について各自で振り返ることができるようにし、望ましくない行動をしていた場合
には、どのようなことに気をつけて生活していけばよいかを示している。
・各自で振り返る項目の中には、「眼鏡やコンタクトレンズが目に合っていない。」「視力が低
いが、眼鏡やコンタクトレンズを使用していない。」というものもあり、当てはまる場合には、
「早めに眼科に行き、目に合う眼鏡やコンタクトレンズを使いましょう。」と記載されている。
・生活目標を立てさせ、教室に掲示し、励みとなるようにしている。

連載 新しい
視点で考えた
シナリオ集7
チャンネルK
～VTR放送、
紙しばい、保
健劇～ 紙し
ばい ライオ
ンさんのメガ

ネ
18)

平
井
ノ
リ
子

1994
年
10月
号

小学校 紙芝居（約15分） ○

・動物が多く登場し、親しみやすいストーリーになっている。
・眼鏡を使用すれば、大変見えやすくなるという、眼鏡へのプラスイメージを持つことができる
内容になっている。
・「眼鏡は眼科で検査をしてもらってから、目に合うものを使用しなければならない。」「少し
でも見えにくかったり、目が疲れたりした時には、検査をして眼鏡を作ってもらう。」「目が見
えにくくなるというのは、近くの物が見えなかったり、物が歪んで見えたりすることである。」
「視力が0.6くらいになったら、自分に合った眼鏡を作ってかけた方が良い。」ということが指
導されている。
・シャルル・ビルドラッグ作『ライオンのメガネ』をもとに紙芝居として構成している。

教材「目の一生『まわし
て まわって』」

○

・児童が興味を示す『動く画面』で、赤ちゃんから老年期までの目の機能の発達や変化につい
て、知ることができる。
・自分自身の成長と重ねながら見ることができるため、今、気をつけなければならないことがわ
かる。
・画面が自由に動かせるため、元に戻ることも、先に送ることも可能である。
・持ち運びができるので、保健室だけではなく、教室での指導にも使用することができる。

「目の愛護教
室」の活動を

通して
15)

田
村
通
子

1992
年
10月
号

小学校

10月

連載 養護活
動のプロセス
の中での保健
指導2 目の健

康
17)

本
田
浩
江
・
石
原
昌
江

1993
年
10月
号

小学校

アイデア教材
と保健指導12
か月 -保健学
習の題材から
の保健指導-
10月の題材名
目の働き探険

16)

山
本
公
弘
・
田
村
通
子

1993
年
10月
号

小学校
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教材「めがね いろい
ろ」

○

・保健委員会の児童からとったアンケート結果（眼鏡は視力を補う物であると考えている児童が
多い）や、眼鏡を持っているのに、恥ずかしいから使わないという児童の姿を踏まえて、作成さ
れている。
・眼鏡は、視力が低下した時に使用する物であるというマイナスイメージが強いが、実際には、
自然光線、熱、水、風から守るものや、スポーツ用、娯楽用、おしゃれ用等があり、大変身近な
物であるというイメージを、持たせることができる。

教材「君の瞳 すてきだ
ね！」

・瞳孔の中に鏡を付けることで、鏡に映った自分の表情を見ることができ、「目はこころの窓」
「目は口ほどにものを言う」等、目はその人の気持ちを表すということを、教材で児童に示すこ
とができる。
・児童が、自分の表情（顔）を見て、今の自分の心身の状態を知ることができる。

教材「まぶたは目のガー
ドマン」

○
・「目にボールが当たった。」「目にゴミが入った。」と大騒ぎして、保健室に来る児童に、
「まぶたは自然に閉じて、目を守ってくれている。」ということや、「ゴミが入って目をこすっ
てしまうと、目が赤くなってしまう。」ということを、わかりやすく指導できる。

アンケート（3年生以上
対象）

○
・実験「テレビゲームで本当に目が悪くなるかな？」をする前に、日曜日に、何時間テレビゲー
ムをしたか、ゲームをした後、体の様子はどのようであったかを尋ねている。
・結果は、円グラフや帯グラフでまとめている。

実験「テレビゲームで本
当に目が悪くなるか

な？」
○

・視力検査の際、「やったぁ、テレビゲームをよくやったけど、目が悪くなっていなかった。」
等と言い、喜ぶ男子児童の姿を見て、テレビゲーム遊びが目に悪いというより、「目が疲れな
い、上手な遊び方を呼びかけることが大切。」という思いを持ったことにより、実験が実施され
ている。
・健康委員会の児童が、活躍している。
・児童集会で結果を報告している。

人形劇「目の悪くなった
アンパンマン」

○

・児童が、感情移入しやすいストーリーになっている。
・軍手を使用して、人形を手作りしている。
・健康委員会の児童が、活躍している。
・児童集会で発表している。

○会集童児
・実験「テレビゲームで本当に目が悪くなるかな？」と、人形劇「目の悪くなったアンパンマ
ン」の発表を行っている。

調査「あなたの机とい
す、体にあっています

か？」
○

・チェックカードを作成して配布している。
・正しいチェックの仕方は、児童集会の時にOHPを使用して説明し、3年生以下は健康委員会の児
童が、一緒に調べてあげている。
・調査後は、結果を集計して、表を作成している。

ビデオ放送「ふしぎふし
ぎ目の不思議」

○ ○ ○ ○

・メダカやアリ、トンボ、イヌといった動物の目が、どのような働きをしているのか、また、目
以外のどのような感覚を使用して、周囲の情報を得ているのかを話し、人間の目が一番素晴らし
い働きをしていることに気づかせている。
・なぜ、人間の目は見えるのかということを、ギリシャの数学者やアルハーゼンがどのように考
えていたのか伝えた後、「目ん玉博士」が登場して、目の仕組みと働きについて説明している。
・水晶体が疲れてしまうと近視になるというように、近視について、わかりやすく説明してい
る。
・健康委員会の児童が活躍している。

○○りよだかやこす
・目玉の大きさは、どのくらいかという三択クイズが記載されている。
・「健康委員会」が発行したという記載があるため、児童が作成したと考えられる。

視力検査 年2回 ○

・年1回だけ視力検査を実施していた時、児童の急激な視力低下を見逃してしまったという経験
から、年2回実施している。
・三点方式の測定ではなく、また、2.0まで測定するというように、丁寧に検査を実施すること
で、児童は日常生活の中で、姿勢やゲームをする時間などを気にかけるようになる。

。るいてせさ認確を化変の力視、せさ成作をフラグ化変力視、らか時の生年1・○成作フラグ化変の力視

”いつでもOK！視力測定
コーナー”の設置

○ ・もっと視力検査の回数を増やして欲しいという児童の気持ちに応えている。

○成作オデビ導指健保

・動物が、それぞれの生活に合わせて、目の進化を遂げてきた様子が、理解しやすい映像になっ
ていた「スーパーセンス：動物驚異の超感覚」というテレビ番組を録画・編集し、自らアナウン
サーをして作成している。
・まとめとして、アフリカの草原で、狩猟生活をしている人たちの目と、日本で生活している自
分たちの目を比較している。

保健指導（クイズ式の全
校テレビ放送プラス担任

による学級指導）
10月 ○ ○

・ただテレビ放送をするだけではなく、1～3年生用・4～6年生用の保健指導案を作成し、テレビ
放送の前後には、学級で効果的な指導が行われるようにしている。
・放送内で行われたクイズの解答と、「わかったこと、これから気をつけたいこと」を記入した
プリントは、保健室に持ってきてもらうよう頼んでいる。
・3問のクイズは、「涙」「まつ毛・まゆ毛」「砂が目に入ったとき」という基本的なことに絞
り、学級指導で、目を大切にするためには、他に自分でどのようなことができるのか、考えさせ
るようになっている。
・「目に砂が入ったとき」という問題は、来室する児童の様子から取り入れている。

ほけんしつつうしん（担
任対象）

・全校テレビ放送の開始時刻等、保健指導に関する指示が記載されている。
・その他にも、欠席者が減少してきていることや、毛虫被害の状況、日頃の学級での保健指導へ
の御礼等が述べられている。

ほけんだより 12月 ○ ○ ○ ○

・年間3回、テーマを決めて発行しており、1つのテーマが終わると、ほけんだよりの片隅に、児
童や保護者から感想アンケートを募集するコーナーを作っている。
・そこから出てきた保護者のリクエストに応えて、目をテーマに設定している。
・見えにくいことを否定するのではなく、自分の目をよい状態に保つために、どうしたらよいか
を提案している（「眼鏡をかけたら視力が悪くなるということはない。」「視力が下がったから
といって、落ち込むことはない。早めに眼科に行くことが大事。」という言葉を記載したり、正
しい眼鏡のかけ方について伝えたりしている）。
・新聞記事を掲載している（視力低下の原因として、屈折異常の他に、心因性視力障害があるこ
とにも、触れている）。
・児童からの質問に答えている。
・「視力」とは、どういうものなのか説明している。
・「遠見視力」と「近見視力」について紹介している。
・「ランドルト環」について紹介している。
・1970年から1994年までの、裸眼視力1.0未満だった小学生の割合の折れ線グラフを提示し、遠
くが見えにくい人が増えていることを知らせている。
・「そんな暗いところで本を読んでいたら、目が悪くなるでしょう。」と言われるが、電気の数
が少なかった昔よりも、今の方が明るいはずだと示し、「遠くを見る力が弱くなってきた原因
は、”暗い”以外にもあるのでしょうか。」というクイズを出している。

目の錯覚遊びコーナー設
置

。るいてし握把を力視の童児に的続継・○ドーカ力視

ア・イ・デ・
ア・い・っ・
ぱ・い 子ど
もいきいき保
健委員会活動
8 目を大切に
しよう集会を
成功させよう

20)

田
村
通
子

連載 ～視覚
教材・資料を
中心とした保
健指導～その
7 けんこうた
まてばこ 10
月のテーマ

大切な目・す

てきな目
19)

不
明

1995
年10
月号

小学校

小学校

2004
年
10月
号

久
保
昌
子

目の保健指導
～今までの実
践をたどって

みました～
22)

小学校

宍
戸
洲
美

10月

1997
年
10月
号

ほけんしつ
喜・怒・哀・
楽 ⑧視力は
発達するも

の！
21)

1998
年
11月
号

小学校
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○○けか声

・「眼鏡で見えていたら大丈夫。」「（矯正視力が）よく合っているよ。」、新しく眼鏡を作っ
た児童には、「よく似合っているよ。よく見えて気持ちいいでしょ。」と、日常的に声をかけて
いる。
・ボールが当たったり、怪我をしたりすることで、眼鏡が歪んだ時も、「眼鏡が大事な目を守っ
てくれたんだね。」と言っている。

臨時視力検査-1次検査
（全校児童対象）

○

・保健委員の児童も、養護教諭と共に、昼休みに各教室に行き、役割分担（検査・記録・遮眼子
拭き）をして、検査を手伝っている。
・0.1～2.0まで0.1刻みの、自作視力検査表を使用している。
・右、左、両目を検査している。
・黒板灯、教室照明、カーテンを使用し、視力表が見えやすいよう、教室環境を整えている。

臨時視力検査-2次検査
（視力低下の疑いのある

児童対象）
○

・裸眼視力1.0未満と、矯正視力0.7未満の児童に、保健室で370方式による再検査と個別指導を
行っている。

臨時視力検査-2次検査
（1次検査で右・左・両
目とも2.0が見えた児童

対象）

3学期 ○
・「どこまで見える？検査」と言われている。
・両眼視力のみ、2.0以上を0.1刻みで測定している。
・保健委員の児童は、記録係を担当している。

校内テレビ放送（給食
時）

定期 ○
・保健委員の児童が行っている。
・1次検査の日程紹介、当日と前日の、検査学級と準備内容の確認、「どこまで見える？検査」
参加の呼びかけ、そして、結果紹介（グラフを使用）等を行っている。

ほけんだより 10月 ○ ○ ・各学年の、2月と10月の視力検査結果の平均を出し、グラフにしている。

ほけんだより（その他） ○ ○
・治療や生活改善の効果で、視力がA段階に回復した児童がいたことを紹介している。
・学校での指導内容を記載している。

健康観察年間計画

・日常の健康観察項目に、月に1、2週間ずつ季節に応じた内容や項目を付け加えることにより、
マンネリ化を防いでいる。
・7月第1回目のねらいは、「プールで発生しやすい病気を防ぐ（水泳授業が始まるため）
（1）」、10月第1回目のねらいは「視力低下の早期発見と処置（目の愛護デーにちなんで）」で
ある。

事前指導（個人カード左
ページ使用）

○ ・「流行性角結膜炎、咽頭結膜熱の症状とチェック方法」について、指導している。

健康観察（個人カード右
ページ使用）

○

・自分で記入する項目として、「目がかゆい。」「目が痛い。」「ひどくまぶしい。」「涙、目
やにが出る。」「耳の前のリンパ節が腫れて、痛い。」「耳の後ろのリンパ節が腫れて、痛
い。」があり、友達に見てもらい記入する項目には、「目が赤い。」「まぶしそうに見える。」
がある。
・項目を自分でチェックすることで、積極的に自他の健康状態と、ヘルスチェックの方法を知る
ことができる。
・個人カードには表紙があり、他の児童から記入内容が見えないようになっている。

事後指導（プリント使
用）

○ ○

・個人カードの集計結果を知らせ、結果に応じた事後指導を行っている。
・各項目単独の集計だけでは、わかりにくいため、流行性角結膜炎、咽頭結膜熱、それぞれに特
有の症状の組み合わせで、有症者の有無を見ている。
・プリントでは、流行性角結膜炎と、咽頭結膜熱の症状と流行防止の方法を指導している。
・目の構造や、結膜の治癒力と結膜炎についても触れている。

事前指導（個人カード左
ページ使用）

○ ・「視力低下が疑われる状態」について指導している。

健康観察（個人カード右
ページ使用）

○

・自分で記入する項目として、「黒板の字が見えにくい。」「左右の目の見え方がちがう。」
「本やテレビを長く見ていると、頭痛がしたり疲れたりする。」があり、友達に見てもらい記入
する項目には、「物を見る時、近づいて見ている。」「物を見る時、目を細めて見ている。」が
ある。
・項目を自分でチェックすることで、積極的に自他の健康状態と、ヘルスチェックの方法を知る
ことができる。
・個人カードには表紙があり、他の児童から記入内容が見えないようになっている。

事後指導（プリント使
用）

○ ○

・個人カードの集計結果を知らせ、結果に応じた事後指導を行っている。
・視力低下の原因として、「心因性」もあることを紹介している。
・網膜剥離などの目の病気によって視力が低下することもあるため、視力が低下したら、まず、
眼科へ行くように指導している。
・視力測定は、定期的に行うように勧めている（具体的には、視力がAだった人は、「最近、見
えにくくなったなと思ったら」、視力がBだった人は、「半年に1度」、視力がC、Dだった人は、
「眼鏡やコンタクトレンズを使っても見えにくかったり、頭痛、肩こり、目の疲れがある時に」
行うようにと記載されている）。
・「見えにくいのに無理をしていると、目が疲れる原因にもなる。」と指導されている。

見て、触れて
学ぶ今月のワ
クワク掲示物

25)

谷
田
淳
子
・
金
澤
敦
子

2014
年
10月
号

小学校 掲示物 10月 ○ ○
・スマートフォンやタブレットの使用、ドライアイに関して触れられている。
・あみだくじを使用し、習慣や普段の様子について振り返り、対処方法を学ぶことができるよう
になっている。

目を大切にし
よう！～全校
児童を対象に
行った目の保

健指導～
26)

堤
佳
代

2014
年
10月
号

小学校 保健指導 10月 ○ ○

・指導内容を、発達段階に合わせ、低学年用・中学年用・高学年用の3つに分けている。
・職員会議で提案した上で、朝の健康観察後から1時間目が始まるまでの15分間と、1時間目の始
めの時間を使って指導している。
・自校の視力検査結果を導入で使用している。
・メガネを使用している児童へ配慮するため、自分に合ったメガネやコンタクトレンズを正しく
使うことの大切さについて伝えている。
・学習時、プリントとして使えるほけんだよりを作成し、学習が終わった後に家庭へ持ち帰り、
保護者と一緒に読み返したり、児童が保護者に説明したりすることができるようにしている。

保健指導 ○ ○

・「だまし絵」を使用し児童に錯覚を感じさせたり、目が2つある理由を体験を通して知らせた
りしている。
・メガネをかけることは恥ずかしいことではないという意識付けを行っている。
・保健指導で活用した教材は、「保健・体育委員会」の掲示板へ掲示し、参観日に保護者が見る
ことができるようにしている。
・保健指導時に児童が書いた感想を学年別のほけんだよりに掲載し、保護者にも指導内容を知ら
せている。

冊子（保健指導後に配
布）

○
・錯覚を感じることができるようにしたり、クイズを取り入れたりし、楽しく読める内容になっ
ている。
・子どもに多い目の病気や、目のけがへの対応方法について記載されている。

10・
2月
頃

めざせ視力
UP！ ～保健
委員との臨時
視力検査と広

報活動～
23)

2014
年
10月
号

7月
第1週

（1週間）

10月
第2週

（1週間）

小学校

森
岡
絵
美

計画的・継続
的な目の保健
指導の実践～
発達段階に応
じた保健指導
を計画的・継
続的に実践す
ることで科学
的な知識・態
度の積み上げ

を図る～
27)

年間計画にも
とづく健康観
察と事前・事

後指導
24)

石
原
昌
江
・
橋
本
淑
子
・
小
山
和
栄

2000
年
2月
増刊
号

10月

伊
藤
悦
子

2004
年
10月
号

小学校

小学校
（3・5年
生）/中学
校（2年
生）
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見て、触れて
学ぶ今月のワ
クワク掲示物

28)

谷
田
淳
子
・
金
澤
敦
子

2015
年10
月号

小学校 掲示物 10月 ○ ○

・月のテーマを、「目のしくみと目にいい食べ物を知る」「目に関することわざから目の健康を
考える」「視力によって見え方が異なることを知る」と明確に示している。
・掲示物は、発泡スチロールを用いて浮かせたり、回答を自分でめくらせる形式で考えさせる工
夫をしたり、見え方の変化を実感できる具体物を作ったりしている。横目で眺める掲示物から見
て・触って・考えて・実感できるようにしている。
・壁面にストーリー性がある。それぞれの教材を教室での保健指導に使用でき、前後の指導の関
連として掲示物を位置付けている。

アンケート調査（生徒対
象）

○ ○

○布配トンリプ
・アンケートで尋ねた質問の答えを紹介している。
・「3か月に1度くらいは、視力検査を受けてみましょう。保健室では、いつでも検査をしてあげ
ます。」ということを記載している。

アンケート結果の図表掲
示（各教室）

○ ○ ・保健委員が掲示している。

。るいてめ勧をとこるけ受を査検力視に的極積・○導指のでムールムーホ

○りよだんけほ
・アンケート結果の一部分を載せ、学校の学習環境は学校で望ましい方向へ、家庭では生徒と共
に、家族全体で学習環境を良くしていくように、協力してもらう姿勢で作成している。

視力検査 9月 ○ ・保健委員が実施している。

校内放送 10月 ○ ○ ・保健委員会の生徒が放送している。

アンケート（生徒対象） 複数回 ○ ○

・視力が悪くなれば、学校の学習環境だけを指摘されがちであるが、家庭環境はどのようになっ
ているのか把握したい、また、家庭環境の重要性に気づかせたいという思い、そして、アンケー
ト結果を基に、保護者に協力を求める資料を作成し、視力低下に関心を持ってもらいたいという
思いから、実施している。

目の健康体操

毎日
13：45～
13：50

（2年目）

○

・視力低下者の増加を受け、職員会で協議した結果、目の健康体操を学校生活の中に位置付け、
全校で一斉に実施するようになっている。
・第5校時の教科担任の指導のもと、実施している。
・体操用テープは、学校独自の物である。
・目の毛様体筋を鍛え、疲労回復をはかることのみではなく、生徒が目の健康に対して関心を高
め、自分の目は自分で守るという心理的効果もねらいとしている。
・「①肩回し、②肩叩き、③目のマッサージその1、④目のマッサージその2、⑤目のマッサージ
その3、⑥目のマッサージその4、⑦遠近運動、⑧首とこめかみのマッサージ、⑨おでこ叩き、⑩
首の左右回旋」という流れで行われている。

健康広場（20分間） 10月 ○

・初めに、生徒保健委員より、保健調査結果の実態が報告され、全校生徒に「目の健康」を自分
達の問題として受け止めさせている。
・その後、養護教諭だけではなく、保健主事も講話や指導を行っている。
・視聴覚機器を活用している。
・「3か月に一度は、視力検査を受けてみる。」「視力低下がみえ始めたら、早く眼科医の診断
を受け、適切な治療や指導を受けることを忘れないように。」という指導もされている。

教室の環境整備（照明器
具、黒板、カーテンの点
検・机、いすの適正配

置）

学習時、読書時の姿勢指
導

○
・姿勢が悪い生徒に対しては、個別指導を実施している。
・継続的に指導している。

○りよだんけほ

・学校で把握した視力に関する実態と、その対策を載せ、学校の学習環境は学校で向上させて
いっていることを知らせている。
・家庭では、生徒と共に、家族全体で学習環境を良くできるように、協力してほしいという姿勢
で作成している。

教職員への指導（視力検
査前に実施、資料「目の
愛護デーにちなんで」使

用）

○ ○ ○ ○

・資料には、「眼科医師からきいた話」という見出しで、「流行性角結膜炎でうつる可能性があ
ると言われたら、コンビニエンスストアや本屋などへ出入りさせないようにする。自覚のない子
どもから感染が広がっている。」「眼鏡をかけるのを嫌がる親や子に、眼鏡をかけないと、黒板
の字が見えにくいから、書くのが遅れたり、聞き漏らしたりすることが増え、学習に差しつかえ
ますよとアドバイスをする。」等、専門医の立場からの意見を紹介している部分がある。
・他には、「黒板の字が見えにくくなってきたり、裸眼視力の低下がわかったときには、必ず眼
科の受診をおすすめします。」「近業（目に近い学習）を1時間したら、遠業（目に遠い学習）
を10分する努力をするようにすすめてください。」ということが記載されている。
・視力検査の手順や手法を伝えるだけではなく、生徒が黒板の字を読んだり、写したりする際、
目を細めていないかを、チェックしてもらいたいということも伝えている。
・眼科校医の先生の話や、ほけんだよりの内容を基に、クラスで指導してくださいと、お願いし
ている。

ほけんだより（視力検査
前に配布）

○ ○ ○ ・眼鏡とコンタクトレンズの違い、良い眼鏡の条件等について、紹介している。

全体指導（校医による眼
科検診の前に実施、資料
「すすんで健康診断を受
けよう 眼科検診」配

布）

○ ○ ○

・「すすんで検診を受けよう。」「上手に検診を受けよう。」「自分の体をよく知ろう。」を合
い言葉にしている。
・必ず、「何かわからない事や、聞きたい事があれば、保健室へ来てください。」と最後に伝え
ている。
・資料では、眼科検診をする理由や、流行性角結膜炎、トラコーマ、急性出血性結膜炎（以上
は、プール入水禁止となり、症状によっては、出席停止になることもある）、眼瞼炎、麦粒腫
等、目の疾患等について紹介している。

視力検査 1・2学期 ○

・字ひとつ視力表で行っている。
・生徒の表情を見ながら、目を細めていないかチェックし、会話をしながら、目を細めないで見
るように指導している。
・2学期は、1学期との変化を比べて、視力低下のみられる生徒に対しては、視力点検期間中に問
診を行っている。

「視力カルテ」（個別指
導者対象）

○ ・受診結果を記入し、3年間の経過を観察している。

個別保健指導
・検査後の再検査時（放課後）や、健康相談週間（約1週間）に、受診票を提出するために来室
した時に、実施している。

健康相談日の設定
・担任と、3者ないし4者懇談を行う。
・校医のアドバイスを受けることもできるようにしている。

10月

中学校

1992
年

10月
号

大
髭
桂
子

特集 中学校
における目の

保健指導32)

岩
淵
則
子

目の保健に関
心を深めるた

めに29) 10月

中学校

1982
年

10月
号

1980
年

10月
号

中学校

中学校

1980
年

10月
号

上
甲
絹
美

目の健康意識
を高めるため

に31)　　　※
1980年10月号
「目の保健に
関心を深める
ために」と類
似した内容で

ある。

＜保健放送＞
Ⅲ 目を大切

に30)

不
明
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第1章 子ども
たちと創る健
康の「総合的
な学習」 目
の健康と視力
低下防止のた
めの生活改善
指導 ～「総
合的な学習の
時間」におけ
る養護教諭の
関わりを通し

て～33)

横
田
奈
津
子

2001
年
7月
増刊
号

中学校
「総合的な学習の時間」

の活動に関わる
○ ○ ○ ○ ○

・教科の先生（国・数・理・美・技術・家庭・保健体育）、技術員、医師、栄養士、保護者等、
多くの支援者がいる中で、養護教諭は、アンケート項目の検討や結果の集計・考察、眼球模型作
成支援、専門的知識や保健室で集計した各種統計の提供、講習会開催時の全体把握等、活動全体
の流れを把握しながら、必要な情報や知識を提供して、保健委員の生徒の学習活動（①目の健康
に関したアンケートを実施し、北中生徒の実態を知る。②目の構造を知り、理解する。③目の仕
組みと働きを知り、理解する。④物が見える仕組みと脳の働きを知り、理解する。⑤視力の異常
（屈折異常）について知り、理解する。⑥ドライアイと視力の関係について調べる。注意点を知
る。⑦目の病気とけがについて知り、理解する。⑧メガネとコンタクトレンズ。⑨北中生徒の姿
勢状態と正しい姿勢について知り、改善する。⑩北中生徒の鉛筆の使用・性能についてと、業者
からの情報を知り、自分にあった鉛筆を選択する。⑪北中生徒の髪型による机上面の明るさの違
いと、学校の教室照度検査、家庭での照明の使い方を知る。また、生活を改善・実行する。⑫テ
レビの見方、テレビ画面による眼精疲労の原因について知り、生活を改善する。目の疲れをとる
体操を知り、実行してみる。⑬学校保健委員会で活動を発表する。⑭これからの生活について考
えさせ、実行する。活動後のアンケート調査を実施する。）や、PTA活動の取り組み（①土曜日
弁当・栄養についてのアンケートを実施する。②土曜日弁当のアンケート結果より、実態の把握
を行い、問題・課題を明確にする。③手作り弁当を持ってくるように働きかける。④お弁当作り
講習会を開催する。全校の保護者と生徒対象で、希望者が参加をする。⑤学校保健委員会の資料
作りを行う。⑥学校保健委員会へ参加する。⑦活動報告。）を支援している。
・テーマ設定やテーマへの取り組み方など、常に生徒の意見を基に活動を進めているため、社会
的な問題傾向も踏まえた学習ができている。
・養護教諭は、保健委員の生徒が知りたい、やってみたいと課題を抱いた、その自主性と創造性
を尊重し続けている。
・調べたこと等を、学校保健委員会や校内テレビ放送において、わかりやすく発表することに重
点を置き、言葉の表現、視覚的表現に力を入れている（視聴覚機器を活用したり、手作りの掲示
物や教具を作成したりしている）。

教材「目を見て当てよ
う！ 何の動物かな？」

・人、しまうま、ワニ、ふくろう、とんぼ、かまきり、カニ、ほたて貝、かたつむりの目を当て
るクイズをしながら、目の大切さに気づけるような展開にしている。
・クイズを出す時の、ヒントやポイントも用意している。
・『子どもの「なぜ」に答える4　からだのふしぎ』（藤田千枝監修、赤藤由美子著、フレーベ
ル館）を参考にしている。

教材「3D（立体視）をつ
くろう！」

○
・立体視の仕組みを体感することができる。
・掲示物にすることで、友達の作品も見ることができるようにしている。

教材「キョロキョロスト
レッチ」

○
・目玉をキョロキョロと動かせる教材であるため、目の体操でも使用できるようになっている。
・教材を使用してできる、「目の疲れを取るキョロキョロストレッチ」の流れが紹介されてい
る。

目や歯を大切
にしたくなる
カード活用法
～無意識を意
識化すること
で行動が変

わっていく～
35)

中
村
緑

2014
年
4月
号

中学校
視力検査の記録カード

（3年間使用）
○

・視力検査（2.0まで細かく測定）を年3回行い、その結果を折れ線グラフで示しているので、視
力の変化が一目でわかる。
・カードに自分の生活・健康状態や思いをチェックできる欄を設けており、毎年10月に記入する
ことで、生活上の改善点に気づけるようになっている。
・養護教諭は検査結果に関してコメントを記入して返却している。

目の体操 通年 ○
・カリキュラムに組み込んで実施している。
・養護教諭がインストラクターのように「はい、右、左・・・」と声をかけながら行っている。
・ほけんだよりで、視力の状態を具体的に知らせ成果を伝えたり、効果を紹介したりしている。

裸眼視力2.0の生徒を表
彰

10月

自作教具（巨
大目玉）を使
い体感的に学
ぶ『目の健

康』～保健指
導と理科学習
との連携を図

る中で～37)

片
桐
未
来
・
石
原
茂
樹

2015
年

10月
号

中学校
理科発展領域（2年生対

象）
○ ○ ○

・自作の目玉の模型を用いることで、正常な目、近視・遠視のときに網膜に像がはっきり映らな
いことやメガネを使うと良く見えるようになることを体感的に理解できるようにする。
・理科教諭と連携することで、生徒が目のしくみについての科学的な知識と、目に関する健康の
保持増進につとめる方法を理解できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　
・目の健康体操についても取り上げている。
・全校生徒に学びを広げられるように、保健室に目の模型（自作教具）を常時展示している。

○握把態実の校本
・宮城県石巻高等学校（在籍者798名、男子だけの普通高校）内で、視力検査結果を、学年や、
過去の結果と比較するだけではなく、他の石巻市内男子校や県内他校との比較、全国平均との比
較等も行っている。

低視力者の追跡調査（1
年生対象）

○
・小学校時代からの健康記録票、診断票を基に、低視力者が、いつの時点で低下したのか、分析
している。

アンケート調査（1年生
の低視力者対象）

○ ○

・1年生の低視力者の追跡調査を基に、視力低下の要因を探るために、実施している。
・各クラスの厚生委員に協力してもらっている。
・「両親に近視者がいるかどうか。」「兄弟・姉妹に近視者がいるかどうか。」「いつ頃視力が
低下したと思うか。」「視力が低下した当時、通学していた学校の建物は木造か、鉄筋か。明る
さは適当か、普通か、暗いか。」「当時の勉強部屋の明るさについて。」「塾に通ったか。」
「当時、テレビを見た時間は。」「読書をした時の姿勢は。」「これまで視力についての指導を
受けたことがあるか。」「治療するために通院したかどうか。」「現在の自宅での勉強時間
は。」「現在の自宅でのテレビ視聴時間は。」「通学途中（電車・バス通）の読書は。」等につ
いて質問している。

窓の前の樹木の撤去、蛍
光灯の増設、黒板面の色
の塗り替え（木造校舎

時）

視力測定 4・10月 ○

○導指健保
・特に1年生には、1年に1～2時間、自習時間をもらい、近視予防について重点的に指導を行って
いる。

。るいてせた持を心関るす対に目・りよだ室健保

薬剤師による講話（2年
生対象）

○ ・照明のあり方等について理解を深めている。

10月

高等学校 保
健指導 視力
低下をめぐる

保健指導38)

大
槻
和
子

1983
年
8月
号

高等学校

2014
年

10月
号

中学校

保健教育を彩
る小物たち
～楽しく 簡
単 手作り教

材～34)

松
本
五
月

2010
年10
月号

中学校

自称・目の体
操インストラ
クター！～生
徒をやる気に
させる本気の

関わり～36)

中
村
緑
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【資料】
学校保健の課題とその対応 ─養護教諭の職務等に関する調査結果から─41）には、養護

教諭の職務について次のように示されている。

①保健体育審議会（昭和47年12月）

○文部大臣の諮問内容：「児童生徒等の健康の保持増進に関する施策について」

養護教諭の役割については、「養護教諭は、専門的な立場からすべての児童生徒の健

康および環境衛生の実態を的確に把握して、疾病や情緒障害、体力、栄養に関する問題

等心身の健康に問題を持つ児童生徒の個別の指導に当たり、また、健康な児童生徒につ

いても健康の増進に関する指導に当たるのみならず、一般の教員の行う日常の教育活動

にも積極的に協力する役割を持つものである。」と述べられている。

②保健体育審議会答申（平成９年９月）

 ○文部大臣の諮問内容：「生涯にわたる心身の健康の保持増進のための今後の健康に関

する教育及びスポーツの振興の在り方について」

養護教諭の役割については、「児童生徒の心の健康問題の深刻化に伴い、児童生徒の

身体的な不調の背景にいじめなどの心の健康問題がかかわっていること等のサインにい

ち早く気付く立場にある養護教諭の行うヘルスカウンセリング（健康相談活動）が一層

重要な役割を持ってきている。」と述べられており、養護教諭の行う健康相談が広く周

知されるに至った。
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